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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第39期

第３四半期連結
累計期間

第39期
第３四半期連結
会計期間

第38期

会計期間

自平成23年
１月１日
至平成23年
９月30日

自平成23年
７月１日
至平成23年
９月30日

自平成22年
４月１日
至平成22年
12月31日

売上高（千円） 5,877,2881,888,4366,640,736

経常利益（千円） 628,114 184,299 771,154

四半期（当期）純利益（千円） 425,134 123,828 524,648

純資産額（千円） － 6,929,3586,756,645

総資産額（千円） － 8,018,1667,906,500

１株当たり純資産額（円） － 1,026.591,001.01

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
62.98 18.35 77.73

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） － 86.4 85.5

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
445,286 － 280,256

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△485,175 － 217,187

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△134,996 － △188,995

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ 3,082,9273,313,986

従業員数（人） － 243 241

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額は、潜在株式がないため記載しておりません。

４．第38期は、決算日変更により平成22年４月１日から平成22年12月31日までの９ヵ月間となっております。

当該変更に伴い、前第３四半期連結財務諸表を作成していないため、前第３四半期連結累計期間及び前第３

四半期連結会計期間の主要な経営指標等の推移は記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループが営む事業の内容について、重要な変更はありません。また、主要

な関係会社における異動もありません。

 

３【関係会社の状況】

　当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４【従業員の状況】

（１）連結会社の状況

 平成23年９月30日現在

従業員数（人） 243 (52)

（注）１．従業員数は海外の現地採用者を含む就業人員であり、臨時従業員数は含んでおりません。

２．臨時従業員数は、（　）内に当第３四半期連結会計期間の平均人員（１日８時間換算）を外書きで記載して

おります。

 

（２）提出会社の状況

 平成23年９月30日現在

従業員数（人） 102 (24)

（注）１．従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は含んでおりません。

２．臨時従業員数は、（　）内に当第３四半期会計期間の平均人員（１日８時間換算）を外書きで記載しており

ます。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

（１）生産実績

　当第３四半期連結会計期間の生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（自　平成23年７月１日
至　平成23年９月30日）

前年同四半期比（％）

日本（千円） 295,237 －

中国（千円） 161,027 －

合計（千円） 456,265 －

（注）１．上記の金額は生産子会社の製品販売価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

３．当社グループは、日本及び中国で生産を行っております。

４．前年同四半期比については、前連結会計年度の決算日変更に伴い、前第３四半期連結会計期間の生産実績を

作成していないため記載しておりません。

 

（２）受注状況

　当社及び連結子会社は見込み生産を行っているため、該当事項はありません。

 

（３）販売実績

　当第３四半期連結会計期間の販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（自　平成23年７月１日
至　平成23年９月30日）

前年同四半期比（％）

日本（千円） 1,215,996 －

米国（千円） 149,680 －

韓国（千円） 171,656 －

中国（千円） 216,019 －

台湾（千円） 27,247 －

シンガポール（千円） 70,648 －

欧州（千円） 37,187 －

合計（千円） 1,888,436 －

（注）１．セグメント間の取引については相殺消去しております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

３．前年同四半期比については、前連結会計年度の決算日変更に伴い、前第３四半期連結会計期間の販売実績を

作成していないため記載しておりません。
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２【事業等のリスク】

　当第３四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券報

告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。 

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループが判断したものであります。

　なお、前年同四半期比については、前連結会計年度の決算日変更に伴い、前第３四半期連結財務諸表を作成していな

いため記載しておりません。

 

（１）業績の状況

　当第３四半期連結会計期間の当社グループをとりまく経営環境は、東日本大震災による需要冷え込み、いっそうの

円高など厳しい状況であったことから、売上高1,888百万円、営業利益108百万円、経常利益184百万円、四半期純利益

123百万円となりました。 

　

　また、海外売上高の当第３四半期連結会計期間（自　平成23年７月１日　至　平成23年９月30日）の実績は次のとお

りとなりました。

 米州 アジア 欧州 その他の地域 計

海外売上高（千円） 167,723 510,366 45,552 48,382 772,025

連結売上高（千円） － － － － 1,888,436　

連結売上高に占める

海外売上高の割合（％）
8.9 27.0 2.4 2.6 40.9

（注）１．海外売上高は、顧客の所在地を基礎とし、地域によって分類されております。

２．地域に関して、その内訳は次のとおりであります。

米州……………米国、カナダ、中南米諸国

アジア…………中国及び香港、韓国、シンガポール、タイ、インドネシア、台湾、インド等

欧州……………フランス、イギリス、イタリア等

その他の地域…上記以外

　

主なセグメントの業績は、次のとおりであります。

①日本

　東日本大震災後の放送市場、電設市場の低迷が続いており売上高は1,215百万円、セグメント利益は96百万円に

とどまりました。 

②米国

　円高による円換算後数値の目減りや売上総利益率の悪化などにより、売上高149百万円、セグメント利益7百万円

にとどまりました。 

③韓国

　韓国市場における販売競争激化や円高による仕入コスト負担増などもあり、売上高は171百万円、セグメント利

益25百万円となりました。 

④中国

　販売、生産が順調に推移したことから業績は順調で、売上高216百万円、セグメント利益33百万円となりました。 

⑤シンガポール

　東南アジア各国において販売は順調で、売上高70百万円、セグメント利益11百万円を計上しました。 
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（２）キャッシュ・フローの状況

　当第３四半期連結会計期間における現金及び現金同等物は、税金等調整前四半期純利益を184百万円計上したもの

の、法人税等支払い122百万円、有形固定資産及び投資有価証券取得174百万円、中間配当支払い80百万円等により第

２四半期連結会計期間末に比して304百万円減の3,082百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　税金等調整前四半期純利益を184百万円計上し、法人税等の支払い122百万円等の結果119百万円の収入超となり

ました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　定期預金への預入超57百万円、有形固定資産の取得74百万円、投資有価証券の取得100百万円等により254百万円

の支出超となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　中間配当による支出80百万円がありました。

 

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（４）研究開発活動

　当第３四半期連結会計期間における当社グループの研究開発活動の金額は、84百万円であります。

　なお、当第３四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
（１）主要な設備の状況

　当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

（２）設備の新設、除却等の計画

当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありま

せん。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 23,092,200

計 23,092,200

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成23年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年11月14日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 7,028,060 7,028,060
東京証券取引所

市場第一部

単元株式数　

100株

計 7,028,060 7,028,060 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数(株)

発行済株式総
数残高(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金増
減額(千円)

資本準備金残
高(千円)

平成23年７月１日～
平成23年９月30日

－ 7,028,060 － 1,047,542 － 262,000

　

（６）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。 
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成23年６月30日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

 

①【発行済株式】

 平成23年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 278,200 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 6,748,900 67,489 －

単元未満株式 普通株式 960 － －

発行済株式総数 7,028,060 － －

総株主の議決権 － 67,489 －

　 

②【自己株式等】

 平成23年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

カナレ電気㈱
愛知県日進市藤枝町

奥廻間1201番地10
278,200 － 278,200 3.95

計 － 278,200 － 278,200 3.95

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成23年
１月

２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高(円) 1,209 1,239 1,230 1,230 1,273 1,329 1,275 1,249 1,250

最低(円) 1,180 1,200 902 1,176 1,223 1,254 1,230 1,090 1,134

（注）　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

 

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　

　当社は、平成22年６月11日開催の第37期定時株主総会において、定款の一部変更を決議し、決算日を毎年３月31日か

ら毎年12月31日に変更いたしました。これに伴い、前連結会計年度は、平成22年４月１日から平成22年12月31日までの

９ヵ月間となっております。また、前第３四半期連結会計期間及び前第３四半期連結累計期間については、四半期連結

財務諸表を作成していないため記載を省略しております。 

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期連結会計期間（平成23年７月１日から平

成23年９月30日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成23年１月１日から平成23年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,560,624 3,484,960

受取手形及び売掛金 900,167 971,538

商品及び製品 1,167,171 1,029,708

仕掛品 20,873 42,664

原材料及び貯蔵品 146,693 143,895

その他 424,094 456,740

貸倒引当金 △3,990 △1,918

流動資産合計 6,215,634 6,127,588

固定資産

有形固定資産

土地 752,967 759,768

その他 2,080,266 2,001,564

減価償却累計額 △1,637,287 △1,605,486

有形固定資産合計 1,195,947 1,155,846

無形固定資産 6,384 6,405

投資その他の資産 600,201 616,660

固定資産合計 1,802,532 1,778,911

資産合計 8,018,166 7,906,500

負債の部

流動負債

買掛金 459,011 532,512

未払法人税等 85,496 87,794

賞与引当金 132,370 56,793

役員賞与引当金 11,020 9,267

その他 206,311 272,379

流動負債合計 894,210 958,747

固定負債

退職給付引当金 2,873 2,455

役員退職慰労引当金 76,191 79,070

その他 115,530 109,581

固定負債合計 194,596 191,107

負債合計 1,088,807 1,149,854
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,047,542 1,047,542

資本剰余金 1,175,210 1,175,210

利益剰余金 6,008,534 5,718,396

自己株式 △335,031 △335,031

株主資本合計 7,896,256 7,606,118

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △31,318 △13,033

土地再評価差額金 △371,051 △371,051

為替換算調整勘定 △564,528 △465,388

評価・換算差額等合計 △966,897 △849,473

純資産合計 6,929,358 6,756,645

負債純資産合計 8,018,166 7,906,500

EDINET提出書類

カナレ電気株式会社(E01350)

四半期報告書

12/22



（２）【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年１月１日
　至　平成23年９月30日)

売上高 5,877,288

売上原価 3,824,232

売上総利益 2,053,056

販売費及び一般管理費 ※1
 1,520,340

営業利益 532,715

営業外収益

受取利息 14,044

受取配当金 2,822

為替差益 75,920

不動産賃貸料 4,541

その他 9,317

営業外収益合計 106,646

営業外費用

支払利息 464

不動産賃貸原価 2,807

投資事業組合運用損 7,444

その他 530

営業外費用合計 11,246

経常利益 628,114

特別利益

固定資産売却益 369

助成金収入 34,500

特別利益合計 34,869

特別損失

固定資産売却損 147

固定資産除却損 99

減損損失 843

特別損失合計 1,089

税金等調整前四半期純利益 661,894

法人税、住民税及び事業税 221,873

法人税等調整額 14,885

法人税等合計 236,759

少数株主損益調整前四半期純利益 425,134

四半期純利益 425,134
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間
(自　平成23年７月１日
　至　平成23年９月30日)

売上高 1,888,436

売上原価 1,296,486

売上総利益 591,949

販売費及び一般管理費 ※1
 483,256

営業利益 108,693

営業外収益

受取利息 3,573

為替差益 73,081

不動産賃貸料 1,030

その他 2,539

営業外収益合計 80,225

営業外費用

支払利息 204

不動産賃貸原価 1,198

投資事業組合運用損 3,261

その他 △44

営業外費用合計 4,618

経常利益 184,299

特別利益

固定資産売却益 △8

特別利益合計 △8

特別損失

固定資産売却損 147

固定資産除却損 99

特別損失合計 246

税金等調整前四半期純利益 184,045

法人税、住民税及び事業税 68,540

法人税等調整額 △8,323

法人税等合計 60,217

少数株主損益調整前四半期純利益 123,828

四半期純利益 123,828
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年１月１日
　至　平成23年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 661,894

減価償却費 63,320

減損損失 843

退職給付引当金の増減額（△は減少） 611

受取利息及び受取配当金 △16,866

支払利息 464

固定資産売却損益（△は益） △222

固定資産除却損 99

売上債権の増減額（△は増加） 56,608

たな卸資産の増減額（△は増加） △141,446

仕入債務の増減額（△は減少） △59,273

未収消費税等の増減額（△は増加） 1,230

未払消費税等の増減額（△は減少） 958

その他 79,799

小計 648,020

利息及び配当金の受取額 17,911

利息の支払額 △464

法人税等の支払額 △220,181

営業活動によるキャッシュ・フロー 445,286

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △715,948

定期預金の払戻による収入 400,725

有形固定資産の取得による支出 △128,456

有形固定資産の売却による収入 735

無形固定資産の取得による支出 △1,163

投資有価証券の取得による支出 △100,000

投資有価証券の償還による収入 100,000

投資有価証券の払戻による収入 2,748

子会社株式の取得による支出 △20,000

貸付けによる支出 △20,000

その他 △3,815

投資活動によるキャッシュ・フロー △485,175

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △134,996

財務活動によるキャッシュ・フロー △134,996

現金及び現金同等物に係る換算差額 △56,172

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △231,058

現金及び現金同等物の期首残高 3,313,986

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 3,082,927
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

該当事項はありません。　

　

【簡便な会計処理】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年９月30日）

１．一般債権の貸倒見積高の算定方法 　貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認

められるため、前連結会計年度末において算定した貸倒実績率等の合理的な

基準を使用して一般債権の貸倒見積高を算定しております。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。

 

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

該当事項はありません。

 

（四半期連結損益計算書関係）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年９月30日）

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

給料及び賞与 424,621千円

賞与引当金繰入額 82,283 

役員賞与引当金繰入額 11,020 

退職給付費用 26,945 

減価償却費 26,260 

研究開発費 277,387 

当第３四半期連結会計期間
（自　平成23年７月１日
至　平成23年９月30日）

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

給料及び賞与 122,610千円

賞与引当金繰入額 37,747 

役員賞与引当金繰入額 3,673 

退職給付費用 8,337 

減価償却費 8,182 

研究開発費 84,541 
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年９月30日）

※１．現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係　

（平成23年９月30日現在）

 （千円）

現金及び預金勘定 3,560,624

預入期間が３ヵ月を超える定期預金 △477,697

現金及び現金同等物 3,082,927

　

　

（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成23年９月30日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成23年１月１日　至　

平成23年９月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式  7,028,060株

 

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式 278,211株

 

３．新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

 

４．配当に関する事項

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成23年３月17日 

定時株主総会
普通株式 53,998 8.00平成22年12月31日平成23年３月18日利益剰余金

平成23年７月29日

取締役会
普通株式 80,998 12.00平成23年６月30日平成23年９月12日利益剰余金

　

５．株主資本の金額の著しい変動に関する事項

前連結会計年度末に比べて株主資本の金額に著しい変動はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　当第３四半期連結累計期間（自　平成23年１月１日　至　平成23年９月30日）

（単位：千円）

　
報告セグメント

日本 米国 韓国 中国 台湾
売上高      
　外部顧客への売上高 3,657,248470,677 596,948 670,749 82,838

　セグメント間の内部売上高又は振替高 1,676,738 － － 536,723 －

 計 5,333,987470,677 596,9481,207,47282,838
セグメント利益 346,698 19,859 52,478 133,793 9,260

　
報告セグメント

合計
シンガポール 欧州

売上高    
　外部顧客への売上高 293,518 105,3085,877,288

　セグメント間の内部売上高又は振替高 － － 2,213,461

 計 293,518 105,3088,090,750
セグメント利益 49,758 1,779 613,628

　

　当第３四半期連結会計期間（自　平成23年７月１日　至　平成23年９月30日）

（単位：千円）

　
報告セグメント

日本 米国 韓国 中国 台湾
売上高      
　外部顧客への売上高 1,215,996149,680 171,656 216,019 27,247

　セグメント間の内部売上高又は振替高 498,869 － － 161,027 －

 計 1,714,866149,680 171,656 377,047 27,247
セグメント利益 96,208 7,430 25,442 33,946 3,646

　
報告セグメント

合計
シンガポール 欧州

売上高    
　外部顧客への売上高 70,648 37,1871,888,436

　セグメント間の内部売上高又は振替高 － － 659,897

 計 70,648 37,1872,548,333
セグメント利益 11,169 3,147 180,992
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２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）

利益 当第３四半期連結累計期間 

報告セグメント合計 　613,628

セグメント間取引消去 　△91,291

その他の調整額 　10,378

四半期連結損益計算書の営業利益 532,715

　

（単位：千円）

利益 当第３四半期連結会計期間 

報告セグメント合計 　180,992

セグメント間取引消去 　△102,205

その他の調整額 　29,906

四半期連結損益計算書の営業利益 108,693

　

（追加情報）

前連結会計年度の決算日変更に伴い、前第３四半期連結累計期間及び前第３四半期連結会計期間については、四半期

連結財務諸表を作成していないため記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成23年９月30日）

前連結会計年度末
（平成22年12月31日）

１株当たり純資産額 1,026.59円 １株当たり純資産額 1,001.01円

２．１株当たり四半期純利益金額等

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 62.98円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年９月30日）

四半期純利益（千円） 425,134

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 425,134

期中平均株式数（株） 6,749,849

当第３四半期連結会計期間
（自　平成23年７月１日
至　平成23年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 18.35円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第３四半期連結会計期間
（自　平成23年７月１日
至　平成23年９月30日）

四半期純利益（千円） 123,828

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 123,828

期中平均株式数（株） 6,749,849

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　平成23年７月29日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（1）配当金の総額………………………………………80,998千円

（2）１株当たりの金額…………………………………12円00銭

（3）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成23年９月12日

（注）　平成23年６月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払を行いました。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年11月10日

カナレ電気株式会社

取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 大橋　英之　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 今泉　　誠　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているカナレ電気株式

会社の平成２３年１月１日から平成２３年１２月３１日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成２３年７月

１日から平成２３年９月３０日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成２３年１月１日から平成２３年９月３０日ま

で）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フ

ロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独

立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、カナレ電気株式会社及び連結子会社の平成２３年９月３０日現在の財政

状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計

期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。 

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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